MRI 造影剤の注意事項と同意書　　
あなたは、担当医師により造影による検査が必要と判断されました。以下に造影に関する注意事項をご説明いたします。『造影剤の必要性』と『副作用の可能性』をご考慮のうえ、造影剤の投与にご同意頂ける方は、下記の造影検査同意書にご署名下さい。

1.造影剤について

今回実施する検査は、ガドリニウム造影剤を使用します。造影剤とは、内臓の状態や病気の性質を詳しく知るため画像に濃淡をつける薬剤です。安全に造影剤を使用できるかどうかは主治医が慎重に判断していますが、ほかの薬剤と同様に時として副作用があることをご承知ください。また、造影剤を使うことは病気の診断や治療方針を立てる上で大変有用となり造影剤を使用しない場合には、診断精度が低下する場合もありうる点をご承知おきください。

2.造影剤による副作用

軽い副作用（約1.3％）・・・掻痒感(かゆみ), 悪心(吐き気), 嘔吐, めまい, 発疹,ふらつきや麻疹など。　

重篤な副作用（0.01％未満）・・・　呼吸困難, ショック(血圧低下、冷汗, 意識低下など)。　　　　　　

非常にまれですが、病状や体質によっては、約80万人に1人以下ですが、死亡する場合もあります。　
これらの症状は造影剤の使用直後から1 時間以内に生じることがほとんどです。
最低30分は院内に待機していてください。
検査中はスタッフが状態を注意深く観察していますので、体調の異変を感じられた方はすぐにお申し出ください。検査中に体熱感（“体の中が熱くなるような感じ“）を受けられる方もいらっしゃいますが、これは正常な反応であり、副作用ではありませんのでご安心下さい。

またごく少数ですが造影剤使用数時間から数日後に蕁麻疹などの副作用が生じる場合があります。一般に軽い症状が多く治療を必要とするものは少ないとされていますが、これらの症状が出現した場合は、当院までご連絡してください。

3.副作用による対応

上記の副作用や合併症が生じた場合の対応については、医師や看護師が適宜対応させていただきます。また、検査室には対応に必要な医薬品や救急用の設備も用意してあります。軽い副作用は経過観察のみで改善しますが、副作用の症状によっては入院が必要となることもあります。

4.造影剤による血管外への漏れ

造影CT 検査では自動注入機を使用して造影剤を血管（静脈）内に注射しますが、まれに(0.04～0.24％)造影剤が血管の外にもれる場合があります。症状の程度は様々ですが、皮膚の腫れ、痛み、熱感、しびれなどが場合により２､３週間続くことがあり、治療を必要とする場合があります。

5.検査後について

造影検査終了後は、いつもより多目の水分摂取を心がけて下さい。

説明された内容について分からないことがある場合は、主治医に質問してください。

また、造影検査に同意された場合でも、いつでも撤回することが出来ます。

	以上のことを理解しましたので造影検査を受けることに同意します。また、万が一造影剤の副作用が生じた場合、必要な処置を受けることを了承します。

承諾日　　　　年　　　月　　　日　　　検査予定日　　
患者または代理人（続柄　　　　）署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上記患者様に対して、私が検査・処置に対する説明を行いました。

説明日　　                                       医師署名　　　　　　　　　　　　　　　


　（峡南医療センター　市川三郷診療所　055-272-3000）
